











































































































入力 不浸透面積率（％） 入力 不浸透面積率（％） 備考
降雨 O 25 50 75 100 降雨 0 25 50 75 100
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　図14　降雨量の違いとハイドログラフ
15
　　　　　（筑波学園流出試験地）
　Fig．140bserved　hydrographs　due　to　three
　　　　　different　rainfa11s
　　　　　（at　Uenomuro　in　Tsukuba　experimen－
　　　　　ta1basin）
　　の減少によるものである．
　　　表面流出の発生域が不浸透域だけに限られる時に，不浸透域の増大に伴う有効雨
　　量増加によって，低減係数は，不浸透面積率の増加とともに一定の関係を持って増
　　える．
　　　　流域平均粗度の減少は，低減係数を大きくする．低減係数は，不浸透面積率0％
　　と100％のものとの間で変化する．
2）洪水流下速度の増大に伴うピーク流量増大の現象を実験的に再現した．
3）不浸透面積率が同じ時，浸透域の土湿不足の違いによって低減係数は変化する．そし
　　て，低減係数の変化の仕方は，不浸透面積率によって次の様に異なる．
　　浸透域の土湿不足が，大から小になると，
　（a）不浸透面積率が小さい時：低減係数は，土湿不足解消に伴う流出量の増加の影響
　　　を強くうけて低減係数は大きくなる．
　（b）不浸透面積率が大きい時：表面流出発生域の拡大による流域平均粗度増大の影
　　　響を強くうけ低減係数は減少する．
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5．間　題　点
　この報告では，実験の概要を定性的に眺めたにすぎない．更に，現象を，浸透域からの流
出を考慮しながら，詳しく解析することが必要とされる．同時に，大型の流域模型を用いた
流出実験の評価を，浸透域からの流出を考慮した上で行う必要がある．
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